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交通事故相談日

1 2月24日(火)

市役所市民相談室
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O 教や遊畿で交議jし…jしの幾議
市内の交通事故は今年 228件を数え、負傷者 301人

死者5人と交通地獄は相変らず続いています。幼児をかか
えたお母さんたちは、何とかこの交通地獄か ら幼い命を守
ろうと、幼児交通安全クラブを結成して交通事故の防止に
つとめています。年末を前に12月2日市内の幼児交通安全
クラブ(松原・リーダー高須晃子さん幼児25人母親詩人
九電・リーダ一宮本利子さん幼児14人母親14人、森薗・
リーダ一本間澄子さん 幼児33人母親32人.古町・リー
ダー浜岸豊美さん 幼児24人 母 親19人)では、県下で初
めて合同の交通教育訓練を西大付小学校の交通セソターで
実施しました。施設を利用した正しい道路の歩き方から歌
や遊戯による交通ルールの勉強、模型の指を使ったり、わ
かりやすく楽しい指導で子供たちは大喜びでした。お母さ
んたちも、お互いの交流親睦ができ大変喜んでお られまし
た。交通教育を受ける乙とのない幼児たちは、このように
して、お母さんたちに温かく見守られ、交通教育をうけて
交通戦争に対処しています。いよいよ年末となりますが、
みんなで幼い命を守ってあげようではありませんか。皆さ
んも交通事故に注意してよいお正月を迎えて下さし、。

お母さんに見守られ真剣に交通安全の指のお話を聞く幼児たち

4・・・ .......~............~....ー ーーー _.凶・a炉自・司......・-句"・

幼児の交通合同教育

県下で初めて

A------・---_.....~_.・a・ ーー_... ・... 〆 4・・4・ 4・

幼児交通安全クラブ
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大
村
警
察
署

市
交
通
安
全
協
会
な
ど
で

つで守な

3な

みん

! 

むおお市政だより(3) 

ω実
施
機
関
の
職
員
は
率
先
し
て

飲
酒
運
転
の
追
放
を
実
践
す
る

ω家
庭
に
お
け
る
飲
酒
運
転
の
追

放
を
実
践
す
る

ω地
域
、
職
域
に
お
け
る
飲
酒
運

11 

転
の
追
放
を
実
践
す
る
。

以
上
の
と
お
り
、
飲
酒
運
転
追

放
運
動
は
強
力
に
実
施
さ
れ
ま
す

の
で
、

皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
切
に

お
願
い
し
ま
す
。

安
い
掛
金
で
大
き
な
保
障

|
|
市
民
交
通
傷
害
保
険
へ
||

当
市
に
住
ん
で
い
る
人
お
よ
び

当
市
内
へ
通
勤

・
通
学
し
て
い
る

人
な
ら
、
ど
な
た
で
も
加
入
で
き

ま
す
。
た
だ
し

一
人

一
口
で
す。

①
保
険
金
が
支
払
わ
れ
る
場
合
は

日
本
国
内
に
お
い
て
車
両
(
自

動
車
、
モ
ー
タ
ー
バ

イ
ク
、
自

転
車
、
荷
車
、
汽
車、

電
車
、

モ
ノ

レ
ー
ル
、

気
動
車
な
ど
)

に
乗
っ
て
い
て
衝
突
し
た
り
、

つ
い
落
、
て
ん
覆
し
た
り
し
た

事
故
、
ま
た
歩
い
て
い
て
こ
れ

ら
の
車
両
に
は
ね
ら
れ
た
り
ひ

か
れ
た
り
し
た
事
故
の
と
き
で

す
。
た
だ
し
航
空
機
、
船
船
な

ど
に
よ
る
事
故
は
支
払
い
の
対

象
に
な
り
ま
せ
ん

②
支
払
わ
れ
る
保
険
金
は

・
亡
く
な
ら
れ
た
と
き
(
事
故
に

あ
っ

た
B
か
ら
百
八
十
日
以
内

に
そ
の
傷
害
が
も
と
で
)
八
十

万
円

-
け
が
を
し
て
失
明
し
た
り
、
片

手
ま
た
は
片
足
を
失
っ
た
と
き

目・・五
十
万
円

・
け
が
を
し
て
医
師
の
治
療
を
受

け
た
と
き

治
療
期
間
六
カ
月
以
上
:
十
二

万
円
五
カ
月
以
上
六
カ
月

未
満
・:
九
万
円

四
カ
月
以

上
五
カ
月
未
満
:
七
万
円

三
カ
月
以
上
四
カ
月
未
満
・:五

万
円
二
カ
月
以
上
三
カ
月

未
満
・

三
万
円

一
カ
月
以

上
二
カ
月
未
満
:
・二
万
円

一
週
間
以
上

一
カ
月
未
満
・:一

万
円

一

週

間
未
満
・
:
五
千
円

①
保
険
料

(
掛
け
金
)
は

一
人
四
百
八
十
円
(
一
年
分
)

で
す
。
中
途
申
し
込
み
は
、
月

割
四
十
円
で
す
。

上
記
の
保
険
金
は
重
複
し
て
支
払

わ
れ
ま
す
が
保
険
期
聞
を
通
じ
て

八
十
万
円
が
限
度
で
す
。



(4) 

一
農
業
委
員
選
挙
人
名
簿

りおおむ

登
録
申
請
書
の
受
付

日
年

1
月

1
E
J
m
日

市政だより

毎
年
一
月
一
日
現
在
で
調
製
す

る
大
村
市
農
業
委
員
会
委
員
選
挙

人
名
簿
の
登
録
申
請
書
の
受
付
を

次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

資
格
の
あ
る
人
は
も
れ
な
く
申

請
し
て
下
さ
い
。

。
資
格
を
有
す
る
人

大
村
市
農
業
委
員
会
の
区
域
に

昭和49年12月15日
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住
所
を
有
す
る
人
で
、
次
に
該
当

す
る
人

①
十
ア
ー
ル
(
一
反
)
以
上
の
耕

作
の
業
務
を
営
む
人
、
お
よ
び

同
居
の
親
族
ま
た
は
そ
の
配
偶

者
で
一
年
間
に
お
お
む
ね
六
十

日
以
上
耕
作
の
業
務
に
従
事
す

る
人
(
内
縁
関
係
の
人
は
含
ま

れ
ま
せ
ん
)

②
昭
和
三
十
年
四
月
一
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
人

。
申
請
期
間

昭
和
五
十
年

一
月
一
日
か
ら
十

日
ま
で

申
請
書
用
紙
は
各
実
行
組
合
長

を
経
由
し
て
資
格
の
あ
る
世
帯
へ

配
布
し
ま
す
が
、
配
布
も
れ
や
、

資
格
が
あ
っ

て
実
行
組
合
に
加
入

し
て
い
な
い
世
帯
は
、
農
業
委
員

会
事
務
局
ま
た
は
、
各
出
張
所
へ

申
し
出
て
下
さ
い
。

。
申
請
書
の
提
出
先

農
業
委
員
会
ま
た
は
各
出
張
所

※
詳
し
く
は
選
挙
管
理
委
員
会
事

務
局
ま
た
は
、

農
業
委
員
会
事
務

局
へ

お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

一
月
十
五
日
は
「
成
人
の
日
」
を
基
に
し
て
名
簿
を
作
成
し

川

.

沼

一

で

す

・

乙

の

「

成

人

の
白
」
を

て

い

ま

す

が

、

転
入

・
転

出

…

ρ

1

中

有
意
義
な
も
の
と
す
る
た
め
、

さ
れ
た
人
で
確
認
を
希
望
さ
川

者

月

或

市

は

新
成
人
代
表
者
主

主

れ

る

人

は
、
連
絡
を
お
願
い
一

ー

.

1

・
-
1

典
の
準
備
を
進
め
て
い
ま
す。

し
ま
す
。

l
 

J

J

J

V

今
回
の
該
当
者
は

V
連

絡

先

川

ー

成

沼

簿

昭

和

二

十

九

年

四

月

二

日

か

市

内

玖

島

郷

一

一

十

五

:
 

…

庁

い

川

名

ら
昭
和

一

一

一

十

年

四

月

一

日

ま

市

役

所
内

山

:

誠

一

で

に

生

ま

れ

た

人

で

す
。

社

会
教
育
課

…

V
十
二
月
一
日
現
在
の
住
民
票

①
l
四

一

一

一

川

ロ
ヌl

J を

つ

ま

い

け

よ

う

電
話

に

ち

と

お

る

み

グ
水
資
源
を
大
切
に
'

第

6
回
拡
張
工
事
中

と

迷

惑

を

か

け

ま

す

市
水
道
部
は
、
水
需
要
の
増
大

の
た
め
第
六
回
拡
張
工
事
を
行
っ

準
備
さ
れ
た
鋳
鉄
管

て
い
ま
す
。

近
年
は
河
川
の
汚
濁
が
ひ
ど
く

生
命
を
守
る
水
道
水
ま
で
汚
染
を

う
け
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、

家
庭
か
ら
の
排
せ
つ
物
な
ど
個
人

の
注
意
で
環
境
を
き
れ
い
に
し
、

水
道
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、

写
真
で
ご
覧
の
よ
う
に

拡
張
工
事
用
の
材
料
運
搬
に
つ
い

て
は
充
分
注
意
し
ま
す
が
、

交
通

上
の
支
障
を
き
た
す
お
そ
れ
も
あ

り
ま
す
の
で
、
ご
迷
惑
を
か
け
ま

す
が
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

「
地
方
選
挙
の
早
わ
か
り
」

あ

明
春
、
施
行
予
定
の
統

一
地
方

選
挙

(市
議
会
議
員
)
に
立
候
補

予
定
者
及
び
運
動
員
の
必
携
と
し

て
「
地
方
選
挙
の
早
わ
か
り
」
と

い
う
図
書
を
あ
っ
せ
ん
し
て
い
ま

ち

だ

け

ど

ぐ〉

せ

中

ん

選

挙

管

理

委

員

会

す
巴
ご
希
望
の
人
は
、
市
選
挙
管

理
委
員
会
事
務
局
へ
申
し
出
て
下

さ
い価

格
は
五
百
五
十
円
で
す
。

(
こ
ど
も
向
け
)

一

選

挙

人

名

簿

と

一

一

選

挙

権

一

一

満
二
十
歳
に
な
る
と
特
定

一

一
の
欠
格
事
項
が
な
い
限
り
、
一

一
だ
れ
に
で
も
選
挙
権
が
与
え

一

一
ら
れ
ま
す
・
県
知
事
、
市
長

一

一
県
議
会
議
員
、
市
議
会
議
員

一

一
の
選
挙
権
は
、
こ
の
ほ
か
引
一

一
続
き
三

カ
月
以
上
当
市
に
住

一

一
所
を
有
し
て
い
な
け
れ
ば
な

一

一
り
ま
せ

ん
。
こ
れ
は
国
会
議

一

一
員
の
選
挙
と
違
っ

て、

そ
の

一

一
人
が
少
な
く
と
も
三
カ
月
以

一

一
上
そ
乙
に
住
み
つ
き
地
縁
関

一

一
係
が
深
く
な
り
、
あ
る
程
度

一

一
軍
軍
圏
一

一
そ
の
自
治
体
の
事
情
に
通
じ
一

一
る
必
要
が
あ
る
か
ら
で
す
。

一

一

そ

こ
で
市
町
村
の
選
挙
管

一

一
理
委
員
会
で
は
毎
年
九
月

一一

一
日
現
在
で
永
久
選
挙
人
名
簿

一

一
の

「定
時
登
録
」
を
、
ま
た
一

一
選
挙
が
行
わ
れ
る
場
合
に
は
一

一
必
ず

「
選
挙
時
登
録
」

を
行
一

一
い
ま
す
。
選
挙
権
は
あ
っ

て
一

一
も
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
一

一
な
い
と
選
挙
の
際
、
授
票
で
一

一
き
ま
せ
ん
の
で
、

新
た
に
資

一

一
格
が
で
き
た
人
は
縦
覧
期
間

一

一
中
に
必
ず
縦
覧
す
る
よ
う
に
一

一
し
ま
し
ょ
う
。

一



私
た
ち
の
生
活
を
豊
か
で
楽
し

く
す
る
に
は、

政
治
を
立
派
な
も

の
に
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
の
政
治
を
よ
り
良
く
す
る
た
め

に
は
、
そ
の
基
礎
に
な
る
選
挙
が

明
る
く
正
し
く
行
わ
れ
る
こ
と
が

大
切
で
す
。

受
験
資
格

来
年
は、

大
村
市
議
会
議
員
選

①
高
等
学
校
卒
業
程
度
の
学
力
を

挙
、
長
崎
県
議
会
議
員
選
挙
が
行

-
明
る
く
正
し
い
選
挙

有

す

る

人

で

昭

和

二

十

四

年

囚

わ

れ

る

予

定

で

す

。

鞍

種

保

母

月

二

日

か

ら

昭

和

三

十

二

年

四

習

字

コ

ン

ク

ー

ル

そ
こ
で
大
村
市
選
挙
管
理
委
員

ァ、

小
学
校
の
部

市

立

保

育

所

で

入

所

児

の

保

育

月

一

日

ま

で

に

生

ま

れ

た

人

作

品

募

集

会

・

大

村

市

明
る
い
選
挙
推
進
協

一
年
「
正
」
二
年
「
明
」

市
民
課
転
出
、
転
入
、
諸
証
明
が
停
滞
し
ま
す
の
で
、

次
の

こ

と

同

不
燃
物

(

ガ

ラ

ス

く

ず

、

空

き

川

①
年
末
、
年
始
の
ご
み
、
し
尿
処
川

の
事
務
は
行
い
ま
せ
ん
が
、
出
に
つ
い
て
特
に
と
協
力
下
さ
い
。

か
ん
類
な
ど
)
は
不
燃
物
収
集

刷

理
業
務
は
次
の
と
お
り
で
す
。

市
役

生
、
死
亡
、
婚
姻
な
ど
の
届
け
出

村
年
末
は
三
十
日
ま
で
収

集

業

務

日

の

前

日

に

集
積
所
に
出
す
よ

v

年
末
十
二
月
三
十
日
ま
で

所
の
一
は
宿
・
日
直
で
受
け
付
け
ま
す
を
行
い
ま
す
が
、

収
集
巡
回
の
う
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、

各

、{
と
み
収
集

一
月
五
日
か
ら

川
町

骨

川

般

事
務

市

立

病

院

十

二

月

二

十

九

日

と

都

合
で
二
十
七
・
二
十
八
日
が
戸
の
ご
み
容
器
に
は
絶
対
入
れ

年

始

{

山

華
守
川

i

'

t

;

{

し
尿
処
理

一
月
六
日
か
ら
川

~
.
2
宮

川

は

十

二

十

二

月

三

十

一

日

か

ら

一

月

三

最

終

日

の

と

乙

ろ

も

あ

り

ま

す

な

い

よ

J
沢
山
河
口
比
九
、
一

J

、E
E
--三、
Z
E--‘
za--
，、a・
f
・
-
2
2
5
2
2

山

凶

仙

川

'

『

月

二

十

日

ま

で

は

休

診

し

ま

す

。

の

で

、

年

末

の

大

掃
除
な
ど
の

。

。

。

。

。

。

川

山

川

…

斯

九

日

か

た

だ

し

、

急

患

の

場

合

は

い

つ

ご

み

は

旦

自

に

出

し

て

下

さ

い

年

始

の

不

燃

物

ゴ

配
川

和
パ
引

削

配

副

思

"

庁

比

一

ら

来

年

で

も

当

直

医

師
が
診
療
に
あ
た
伺
ご
み
が
多
い
と
き
は
散
乱
し
な

収

集

日

の

変

更

一
杯
第
品
目
悶

ト
地
一
吋
寸
一

一
一

、

町

区

一

山
田
川

bz
一

月

三

り

ま

す

。

い

よ

う

不

用

の

ビ

ニ

ー

ル

袋

な

一

月

一
日
か
ら
四
日
ま
で
(
第

一内
一2
日
王
大
旭

-
l

、

一

一一

第

、

T

ぺ
訪
訪
町
一

lJ.づ
川

名

目

ま

で

水

道

部

水

道

料

金

の

納

入

は

、

ど

に

入

れ

て

、

ご

み

容

器
の
脇
一
水
曜
日

I
第

一
土
曜
日
)
の
不

一
一第

史

岳

Z
諏
諏
古一

'

年

…

休

み

ま

答

申

も

午

後

五

時

ま

で

水
道
に
出
し
て
下
さ
い
。

燃
物
収
集
日
に
該
当
す
る
町
内
の

主

宰

宗

明

J
も
お

一
一第

、

、

田
ア

一

~
-
y
J
n
す
が
、
部
の
窓
口
で
受
け
付
け
ま
す
。
同
台
所
か
ら
出
る
ご
み
は
水
分
を
収
集
日
を
下
記
の
と
お
り
変
更
し

一
一町
丘
町
刑
節
風
池
諏
私
一
'

京

三

円

一

部

は

収

納

課

市

税

・

保

険

税

・

汚

物

よ

く

切

っ

て

か

ら

必

ず

ピ

ニ

l

ま
す
の
で
、

該
当
の
町
内
は
ま
ち

二

片
第
域
小
向
草
、
よ
諏
古
一

一町
一ふ

、

三

、

田

ー

、

ー

一

川
十
一
一
次
の
と
処
理
手
数
料
・
住
宅
使
用
料
の
ル
袋
に
入
れ
て
出
し
て
下
さ
い
が
い
の
な
い
よ
う
に
し
て
下
さ
い

こ

蹴
期
肌
不
思
払
地
叶
武
広
一

魯

『

…

お

り

仕

収

納

事

務

は

十

二

月

三

十

日

ま

伺

ピ

ン

類

、

金

属

類

、

ダ

ン

ボ

l

不

燃
物
は
収
集
日
の
前
日
以
外
に

一
一原

町
本
ノ
田
ノ

口
パ
諏
馬
一

一
一
凡
宇
奈
五
水
也
友
ア
争
吃
一

事
を
し
で
行
い
ま
す
。
た
だ
し
二
十
九
ル
箱
、
新
聞
雑
誌
類
な
ど
回
収
集
積
所
に
出
さ
な
い
よ
う
に
と
協

了
下
1
I
l
l
i
-
-
1
1
11

1
一

一

一

に

ト

一

ま

す

。

日

(

日

)

は

休

み

ま

す

。

業

者

が

取

り

扱

う

も

の

は

再

生

力

下

さ

い

。

語
一

6

0

一

衛

生

課

ご

み

収

集

利

用

と

し

て

回

収

業
者
を
利
用

な

お

第

一
月
曜
日
か
ら
は
平
常

一卵
一

日

。

一

年
末
、
年
始
は
ご
み
処
理
業
務

し

て

下

さ

い

。

ど

お

り
収
集
し
ま
す
。

1
1
1
1
1
1
1
4
1
1
1
1
1
1
-
-
-

川

図
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せ

昭和49年12月15日
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せ
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S
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-
-
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z
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・曹
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，1・

募

集

-

市

職

員

を

募

集

りむおお市政だより(5) 

つ

今

が

あ

抵

て

い

る

た

赤

信

号

の

②
保
母
の
資
格
を
有
す
る
人
、
ま

た
は
昭
和
五
十
年
三
月
三
十
一

日
ま
で
に
保
母
の
資
格
を
取
得

見
込
み
の
人
.

受
付
期
間

十
二
月
二
十
日
か
ら
昭
和
五
十

年
一
月
十
四
日
ま
で
.

※
詳
し
く
は
市
人
事
課

へ。

(
運
転
者
向
け
)

議
会
で
は
、
次
代
の
有
権
者
と
し

て
選
挙
に
参
加
し
政
治
に
参
与
す

る
小
学
校
、
中
学
校
の
児
童
生
徒

の
選
挙
に
関
す
る
習
字

コ
ン

ク
ー

ル
を
行
い
ま
す
。

応
募
規
定

資

格

市

内

の
小

・
中
学
生

用
紙
・
内
容

書
道
用
紙

一
枚
を

用
い
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

軍i

三
年
「
自
由
」
四
年
「
国
民
」

五
年

「
責
任
」
六
年
「
投
票
」

ィ、

中
学
校
の
部

一
年

「
参
政
」
二
年

「
義
務
」

三
年
「
権
利
」

提
出
先
と
締
切
日

各
学
校
長
を
通
じ
て
市
選
挙
管

理
委
員
会
事
務
局

へ
一
月
二
十
五

日
ま
で
に
提
出
す
る
こ
と
.

審
査小

・
中
学
校
学
年
別
に
そ
れ
ぞ

れ
特
選
・
入
選
を
選
出
し
、
賞
状

及
び
賞
品
を
、
ま
た
応
募
者
全
員

に
参
加
賞
を
贈
り
ま
す
.

そ
の
他

応
募
作
品
は
一
人
一
点
と
し
、

自
作
の
も
の
に
限
る
.

作
品
に
は
学
校
名
、
学
年
、
氏

名
を
必
ず
記
入
の
こ
と
.

応
募
作
品
は
返
却
し
な
い
。

(
入
選
作
品
は
展
示
す
る
な
ど
自

由
に
利
用
し
ま
す
)

圃
観
光
協
会
の

女

子

職

員

募

集

若
干
人
(
二
十
五
歳
ま

で
)

学

歴

中

学

卒

以

上

※
詳
し
く
は
観
光
協
会
ハ
①
l
三

六
O
五
)
へ
.

販
売
員



(6) 

圃
県
立
長
崎
保
健
看
護

学
校
学
生
を
募
集

り

資
格
(
保
健
学
科
)

①
文
部
大
臣
ま
た
は
厚
生
大
臣
の

指
定
し
た
看
護
学
校
(養
成
所
)

を
卒
業
し
た
人
ま
た
は
卒
業
見

込
み
の
人

①
旧
制
度
の
看
護
婦
、
保
健
婦
の

免
許
を
有
す
る
人
.

(
看
護
学
科
)

①
准
看
護
婦
の
免
許
を
取
得
し
た

後
、
三
年
以
上
准
看
護
婦
の
業

務
に
従
事
し
て
い
る
人

②
准
看
護
婦
ま
た
は
准
看
護
婦
免

許
取
得
見
込
者
で
高
等
学
校
を

卒
業
ま
た
は
卒
業
見
込
み

の
人

入
学
願
書
受
付

昭
和
五
十
年

一
月
十

t
二
十
日

入
学
試
験
(
保
健
学
科
)

むおお市政だより
岡
山m
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百日暖・ジフテリヤ・破傷風 (混)接種目程表

会 場 名| 接 種 日

市 役 所 1月7日 1月28日 2月18日

萱瀬出張所 (火) (火) (火)

諏訪公民館

1月8日 1月29日 2月19日
三 浦診療所

(水) (水) (水)

鈴 田出 張所

竹松本町公民館 1月9日 1月30日 2月20日

福 重出張所
(木〉 (木) (木)

中地区公民館 1月10日 1月31日 2月21日

松原出張所
(金) (金〉 (金〉

二
月
六
・
七
日
本
校

午
前
九
時

t
午
後
四
時
三
十
分

(
看
護
学
科
〉

二
月
四
・
五
日
本
校

午
前
九
時

t
午
後
四
時
三
十
分

※
提
出
書
類
な
ど
詳
し
く
は

県
立
長
崎
保
健
看
護
学
校

西
彼
杵
郡
長
与
町
高
田
郷
二
一
八

八
l
七

電
話

@
1
0
0七
七

注
射
と
検
診

-
百
日
ぜ
き
・
ジ
フ
テ
リ

ア
・
破
傷
風
(
混
合
)

の

予

防

接

種

対
象
者

①
第

一
期
の
人
(
初
回
免
疫
者
)

生
後
三
カ
月
以
上
た
っ
た
人
で

ま
だ
初
回
免
疫
接
種
が
完
了
し

て
い
な
い
人

②
第
二
期
の
人
(
追
加
免
疫
者
)

初
回
免
疫
接
種
が
完
了
後
、
一

年
か
ら
一
年
半
た
っ
た
人

な
お
、
乙
の
期
聞
に
接
種
が
で

き
な
か
っ
た
人
.

接
種
要
領

①
第
一
期
の
人
三
週
間
お
き
に

三
回
接
種

②
第
二
期
の
人
い
ず
れ
か
の
日

に
一
回
接
種
。

※
料
金
は
無
料
。

禁
患
者
か
っ
け
、
心
臓
、
じ
ん

臓
、
呼
吸
器
疾
患
、
胸
線
リ

γ
パ

体
質
の
徴
候
の
あ
る
人
は
接
種
前

に
医
師
と
十
分
相
談
し
て
下
さ
い

な
お
、
当
日
は
母
子
手
帳
を
持

っ
て
き
て
下
さ
い
.

日
程
は
上
記
の
と
お
り
.

講

習

会

※時間はいずれも午後2時から 3時まで

-
小
型
船
舶
操
縦
士
の

講

習

会

昭
和
五
十
年
十
一
月
二
十
五
日

以
降
五
ト
ン
未
満
の
動
力
船
(
遊

漁
船
な
ど
〉
に
免
許
が
必
要
と
な

り
ま
し
た
が
、
こ
の
た
び
、
そ
の

準
備
の
た
め
、
次
の
と
こ
ろ
で
開

講
予
定
で
す
。
ご
希
望
の
人
は
直

接
申
し
込
ん
で
下
さ
い
.

市
内
徳
泉
川
内
郷

一
九
九
l
二

マ-
J
、.・
1
・t
J
1
2
・・E
〈
3
・E
P
、，
z
-
z
t
J
J
・-
J
、.・
1
・く
Jet----E
〈
2
・1
・t
'
'
・3
・、
r
-
z
z
-
J
、
C
・E.
、
1
・・2
・〉
、
.
2
zt

P
・E
・-
J
、3
・、
，

V

市
立
図
書
館
ヘ

A
U

若
水
会
(
会
長

平
田
歌
栄
さ

亡

祖

父

勝
右
衛
門
さ
ん
の
忌
明

日

刊

ム

杭

出
津
郷
の
藤
原
ん
)
は
、
響
曲
演
奏
会
開
催
記

に

当

り

金

一

封

を

H

F

正
彦
さ
ん
は
亡
母

・

念
と
し
て
、
市
民
憲
章
推
進
活

A
水
田
二
区
の
大
野
岩
子
さ
ん
は
A

R

静
子
さ
ん
ハ
元
図

動

の

た

め

金

一
封
を
@

亡

夫

国

一

さ

ん

の

忌

明
に
当
り

ん

、
=

書

館

長

故

正

忠

民

社

会

福

祉

事

業

費

へ

金

一

封

を

同

~

A

夫

人

)

の

忌
明
に

ム
森
圏
郷
の
有
川
文
一

さ
ん
は
、

ム
古
町
の
田
崎
英
秋
さ
ん
は
、
亡
~

!

当

り

、

香

典

返
し

亡

母

ミ

子

さ

ん

の

忌

明

に

当

り

父

虎

雄

さ

ん

の
忌
明
に
当
り
金
J

ハ
まい

の

お

礼

に

か

え

て

金

一

封

を

一

封

を

叩

γ

.さ

市

立

図

書
館
の
整

ム
諏
訪
郷
の
中
庭
ハ
ル
さ
ん
は
、
ム
竹
松
郷
の
前
島
三
思
さ
ん
は
拾

い

~

こ

備
に

充

て

る

よ

う

亡

夫

伊

三

太

さ

ん

の

忌

明

に

当

得

金

を

山

• 

ヤ

-U

に
と
二
十
万
円
を

h

リ
金
一

封

を

ム

大

村

駐

と

ん
地
第
四
施
設
大
隊

~

へ

が

中

央

公

民

館

へ

ム

久
原
郷
の

久

米

朝

六

さ

ん

は

、

本
部
管
理
中
隊
の
皆
さ
ん
は
、
九

円

り

ム

古

町

六

区

の

山

内

亡

妻

ハ

ル

ヨ

さ

ん

の

忌
明
に

当

お

お

む

ら

祭

り

に

出
演
さ
れ
た
山

v

あ

正
さ
ん
(
中
央
公

り
金
一
封
を

お
祝
金
を

Vd-

f

民
館
日
本
料
理
教
ム
古
町
の
中
島
武
二
郎
さ
ん
は
、
ム
大
村
高
校
J
R
C
ク
ラ
ブ
員
の
叫

ん

寄

ペ

ご

室

講

師

)

は

、

公

亡

妻

初

枝

さ

ん

の

忌

明

に

当

り

皆

さ

ん

は

、

学

校

文

化
祭
が
催
~

?

=

民

館

の

設
備
充
実

金

一

封

を

さ

れ

た

際

バ

ザ

ー

を

開

か

れ

そ

)

に
充
て
る
よ
う
金
ム
水
田
一
区
の
田
中
知
恵
さ
ん
は
の
売
上
金
を

ル

一

封

を

・

亡

夫

忠
さ
ん
の
忌
明
に
当
り
金
ム
松
原
青
年
団
の
皆
さ
ん
は
、
松
A

ん

市

民

憲

章

推

進

活

動

一

封
を

原
お
宮
日
の
際
歌
謡
や
舞
踊
に

ム

費
へ

A
大
川
旧
町
の
和
田
正
広
さ
ん
は
出
演
さ
れ
た
お
祝
金
の一

部
を
J

-、
f
・.，i
2
『、・
1
3
k
d
i
・e・-2
p
t
.
-
2
1
I
3
・・2
・・、
r
h.-i
J
・、・
1
2i
、r
・5
i
，F
K
J-
E-zr
、r
・3
:
、〆
i
・J1
6
J
I
B---2i
、f
・3
1
J
t
、F
L
・-1
、r
・2
・・・3
i
d

白
浜
重
明

白

込

随
時
公
民
館
で
受
け
付
け

毎
日
午
後
八
時

電
話
①
l
四
七
五
八

ま

す

。

「

消
防
の
時
間
」
一

介
間
吹
鳴

ス
ポ
ー
ツ

の

他

園
大
村
商
工
会
議
所

移

転

そ

-
空
手
道
教
室

(竹
松
地
区
道
場
)

日

時

毎

週
月

・
水
・

金
曜
日

午
後
六

t
八
時

鬼
橋
町
公
民
館

年
齢
制
限
な
し

-
サ
イ
レ
ン
吹
鳴

①
十
二
月
二
十
八
日
午
前
八
時

消
防
団
員
召
集
サ
イ
レ
ン

十
五
秒
吹
鳴
l
六
秒
休
止
|
十

五
秒
吹
鳴

②
十
二
月
二
十
八
日

i
三
十
一
日

パ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
ピ
ル
へ

大
村
商
工
会
議
所
は
、
大
村
駅

前
パ
ス
タ
ー
ミ
ナ

ル
ピ
ル
三
階
に

移
転
し
ま
し
た
.

ピ
ル
の
向
か
っ
て
左
側
の
階
段

か
ら
お
入
り
下
さ
い
.

対場
象 所
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